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韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
一
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

叫
O
O
　

（
一
二
一
八
）

韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
充
益
年
百
二
九
日
公
布
）

100

に
つ
い
て

韓
国
法
研
究
会

1
　
序

言

　
韓
国
に
お
い
て
、
一
九
八
一
年
一
月
二
九
日
に
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特

例
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。
一
九
七
七
年
七
月
一
日
施
行
の
西
独
民
訴
簡
素
化
法

と
と
も
に
、
訴
訟
促
進
の
要
請
が
叫
ば
れ
な
が
ら
未
だ
抜
本
的
な
改
正
に
よ
る

遅
延
対
策
の
構
じ
ら
れ
て
い
な
い
我
が
国
の
民
訴
法
の
改
正
・
立
法
論
を
考
え

る
場
合
、
参
考
に
な
る
問
題
点
を
含
む
右
特
例
法
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

　
豆
に
お
い
て
、
右
特
例
法
の
条
文
を
、
皿
に
お
い
て
、
法
院
行
政
処
（
我
が

国
の
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
に
あ
た
る
）
提
供
の
右
特
例
法
の
解
説
（
法
律
新
聞
［

三
九
〇
号
所
収
）
を
い
ず
れ
も
翻
訳
に
よ
り
掲
載
す
る
。

　
い
ず
れ
の
資
料
も
、
光
州
高
等
法
院
部
長
判
事
李
時
潤
博
士
の
提
供
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
延
世
大
学
校
法
科
大
学
教
授
金
洪
奎
博
士

の
全
面
的
な
御
協
力
を
得
た
。
一
九
八
一
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
約
一
ケ

月
間
ソ
ウ
ル
の
延
世
大
学
校
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
に
、
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
校

法
科
大
学
教
授
黄
迫
仁
博
士
及
び
前
記
李
判
事
と
面
談
す
る
機
会
が
あ
つ
た
◎

そ
の
折
、
両
氏
か
ら
本
特
例
法
の
内
容
や
立
法
の
経
緯
を
伺
つ
た
。
こ
れ
が
こ

こ
に
本
特
例
法
を
紹
介
す
る
契
機
と
な
つ
た
。
黄
、
金
の
両
教
授
並
び
に
李
判

事
、
さ
ら
に
は
ソ
ウ
ル
滞
在
の
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
延
世
大
学
校
に
対
し
、

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
西
独
の
民
訴
簡
素
化
法
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
本
特
例
法
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
が
実
務
上
い
か
に
機
能
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
統
計

等
に
現
わ
れ
る
運
用
の
実
績
を
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
本
特
例
法
の
制
定
が
奏
功
し
た
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
の
運
用
の
実
績
を
み
ま
も
り
た
い
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
韓
国
法
研
究
会
は
、
す
で
に
韓
国
の
司
法
制
度
に
つ
い
て
若
干

の
紹
介
と
解
説
を
し
て
い
る
が
（
「
韓
国
の
司
法
判
度
」
法
学
研
究
五
二
巻
一
〇
号
五

六
頁
以
下
）
、
本
資
料
の
前
提
に
な
る
民
訴
法
の
翻
訳
・
紹
介
の
作
業
は
未
だ
終

了
し
て
い
な
蛤
。
本
来
な
ら
、
本
特
例
法
の
紹
介
に
先
だ
つ
て
、
こ
の
作
業
を



先
ず
終
了
さ
せ
る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
が
、
韓
国
民
訴
法
は
我
が
民
訴
法
と
比
べ

て
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
異
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
前
者
の
紹
介
な
し
に
本
特
例

法
の
紹
介
を
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
都
合
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
附
言

し
て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、
本
法
に
は
資
料
的
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
て
、
本
法
の
評
価
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

　
　
　
昭
和
五
六
年
七
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
　
明

亘
　
資
料
、
そ
の
一

　
法
律
第
三
三
六
嗣
号

訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
（
※
は
訳
者
註
で
あ
る
）

第
二
章
　
法
定
利
率
に
関
す
る
特
例

第
三
条
〔
法
定
利
率
〕
ω
金
銭
債
務
の
全
部
又
は
一
部
の
履
行
を
命
じ
る
判

　
決
（
審
判
を
含
む
、
以
下
同
じ
）
を
言
渡
す
場
合
に
、
金
銭
債
務
不
履
行
に

　
よ
る
損
害
賠
償
額
算
定
の
基
準
に
な
る
法
定
利
率
は
、
そ
の
金
銭
債
務
の
履

　
行
を
求
め
る
訴
状
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
面
が
債
務
者
に
送
達
さ
れ
た
日
の

　
翌
日
か
ら
利
息
制
限
法
の
範
囲
内
で
大
統
領
令
で
定
め
る
利
率
に
よ
る
。
但

　
し
、
民
事
訴
訟
法
第
二
二
九
条
（
※
日
本
民
訴
法
笙
三
六
条
該
当
）
に
規
定
す

　
る
訴
え
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

③
　
債
務
者
が
そ
の
履
行
義
務
の
存
在
を
宣
言
す
る
事
実
審
判
決
が
言
渡
さ
れ

　
る
ま
で
、
そ
の
存
否
や
範
囲
に
閣
し
て
抗
争
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
認
め

　
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
相
当
な
範
囲
内
で
第
一
項
の
規
定
は
こ
れ
を
適
用
し
な

　
い
。

第
三
章
民
事
訴
訟
に
関
す
る
特
例

第
一
章
　
総
　
則

第
一
条
〔
目
的
〕
　
こ
の
法
律
は
、
訴
訟
の
遅
延
を
防
止
し
、
国
民
の
権
利
義
務

　
の
迅
速
な
実
現
と
紛
争
処
理
の
促
進
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
・

第
二
条
〔
特
例
の
範
囲
〕
　
こ
の
法
律
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

　
法
定
利
率
、
民
事
訴
訟
、
小
額
審
判
、
強
制
執
行
及
び
刑
事
訴
訟
に
関
す
る

　
特
例
を
規
定
す
る
。

韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
叫
九
八
一
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

第
四
条
〔
期
日
延
期
の
制
限
〕
　
ω
　
裁
判
所
の
職
権
に
よ
る
期
日
の
変
更
又
は

　
延
期
は
二
回
に
限
つ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
Q

②
　
当
事
者
の
期
目
の
変
更
、
延
期
又
は
続
行
の
申
立
て
は
各
二
回
に
限
つ
て

　
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
第
二
項
の
申
立
て
を
す
る
に
は
、
そ
の
事
由
を
疎
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
Q

第
五
条
〔
除
斥
又
は
忌
避
の
申
立
て
の
却
下
〕
　
ω
除
斥
又
は
忌
避
の
申
立
て

　
が
訴
訟
遅
延
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
は
、
申
立
て
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
一
二
一
九
）
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韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
一
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

　
け
た
裁
判
所
又
は
裁
判
官
は
決
定
を
以
て
こ
れ
を
却
下
す
る
こ
と
を
要
す

　
る
。

　
で
き
る
。

　
な
い
。

）
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
却
下
決
定
に
対
し
て
は
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が

2（）
　
第
二
項
の
即
時
抗
告
は
執
行
停
止
の
効
力
を
有
し
な
い
。

3（）
　
除
斥
又
は
忌
避
の
申
立
て
が
却
下
さ
れ
た
と
き
は
訴
訟
手
続
は
停
止
さ
れ

＠⑤
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
民
事
訴
訟
法
第
四
条
第
一
項
（
※
除
斥

　
又
は
忌
避
申
立
が
前
条
の
規
定
（
除
斥
、
忌
避
申
立
の
方
式
、
日
本
民
訴
法
第
三
八
条

　
該
当
）
に
違
反
す
る
と
ぎ
は
、
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
又
は
裁
判
官
は
決
定
を
以
つ

　
て
こ
れ
を
却
下
す
る
）
に
よ
り
除
斥
又
は
忌
避
の
申
立
て
が
却
下
さ
れ
た
場
合

　
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
六
条
〔
仮
執
行
の
宣
言
〕
　
ω
　
財
産
権
の
請
求
に
関
す
る
判
決
に
は
、
相
当

　
な
理
由
が
な
い
限
り
、
当
事
者
の
申
立
て
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
仮
執
行
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
国
家
を
被
告

　
と
す
る
財
産
権
の
請
求
に
関
し
て
は
、
仮
執
行
の
宣
言
を
付
す
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
。

②
　
仮
執
行
宣
言
を
付
す
る
に
あ
た
り
過
分
の
担
保
を
提
供
さ
せ
て
は
な
ら
な

　
い
Q

第
七
条
〔
裁
判
官
の
署
名
・
捺
印
に
関
す
る
特
例
〕
　
ω
　
決
定
又
は
命
令
に
は

　
裁
判
官
の
署
名
・
捺
印
に
か
え
て
、
記
名
・
捺
印
す
る
を
も
つ
て
足
り
る
。

③
第
一
項
の
規
定
は
、
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
調
書
を
除
く
調

　
書
に
、
裁
判
官
、
裁
判
所
書
記
官
、
裁
判
所
事
務
官
、
裁
判
所
主
事
又
は
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
（
一
二
二
〇
）

　
判
所
主
事
補
が
署
名
・
捺
印
す
る
場
合
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
八
条
〔
原
審
裁
判
長
の
上
訴
状
審
査
権
〕
　
ω
　
控
訴
状
又
は
上
告
状
（
以
下

　
「
上
訴
状
」
と
い
う
）
に
民
事
訴
訟
法
第
三
六
七
条
第
二
項
（
※
日
本
民
訴
法
第

　
三
六
七
条
第
二
項
に
該
当
）
の
規
定
に
違
反
す
る
場
合
と
上
訴
状
に
法
律
の
規

　
定
に
ょ
る
印
紙
を
貼
用
し
な
か
つ
た
と
き
、
原
審
裁
判
長
は
控
訴
人
又
は
上

　
告
人
（
以
下
「
上
訴
人
」
と
す
る
）
に
対
し
て
相
当
な
期
間
を
定
め
て
、
そ

　
の
期
間
内
に
欠
歓
の
補
正
を
命
ず
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

③
　
上
訴
人
が
欠
敏
の
補
正
を
し
な
い
と
き
及
び
上
訴
期
間
を
徒
過
し
た
と
き

　
は
、
原
審
裁
判
長
は
、
命
令
に
よ
り
上
訴
状
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

③
　
民
事
訴
訟
法
第
二
三
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
（
※
日
本
民
訴
法
第
三
天

　
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
該
当
）
の
規
定
は
第
二
項
の
場
合
に
準
用
す
る
Q

第
九
条
〔
上
訴
記
録
の
送
付
に
関
す
る
特
例
〕
　
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ

　
て
原
審
裁
判
長
が
欠
敏
の
補
正
を
命
じ
た
場
合
、
上
訴
記
録
送
付
は
そ
の
欠

　
敏
が
補
正
さ
れ
た
日
か
ら
一
週
間
以
内
に
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
〇
条
〔
上
訴
審
裁
判
長
の
上
訴
状
却
下
〕
第
八
条
第
二
項
の
場
合
に
原
審

　
裁
判
長
が
上
訴
状
を
却
下
し
な
い
と
き
、
上
訴
審
裁
判
長
は
命
令
を
以
つ
て

　
上
訴
状
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
一
条
〔
上
告
理
由
の
制
限
〕
O
O
民
事
訴
訟
法
第
三
九
三
条
及
び
第
三
九

　
四
条
（
※
日
本
民
訴
法
第
三
九
四
条
及
び
第
三
九
五
条
該
当
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら

　
ず
、
上
告
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぽ
す
以
下
の
各
号
に
該
当
す
る
事
由
が
あ

　
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
と
き
に
限
り
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
、
憲
法
に
違
反
す
る
か
、
又
慧
憲
法
解
釈
が
不
当
な
と
き
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二
、
命
令
・
規
則
又
は
処
分
の
法
律
違
反
性
に
関
す
る
判
断
が
不
当
な
と
き

　
三
、
法
律
・
命
令
・
規
則
又
は
処
分
の
解
釈
が
大
法
院
判
例
と
相
反
す
る
と

　
　
ン
ざ

③
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
と
き
で
、
大
法
院
の
従
来
の
判

　
例
を
変
更
し
て
原
審
判
決
を
維
持
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に

　
は
、
上
告
を
棄
却
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

第
ご
一
条
〔
許
可
上
告
〕
O
J
大
法
院
は
第
三
条
に
規
定
さ
れ
た
上
告
理
由

　
が
な
い
と
き
に
も
、
法
令
の
解
釈
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
含
む
と
認
め
ら

　
れ
る
事
件
に
つ
き
、
そ
の
判
決
確
定
前
に
当
事
者
の
申
立
が
あ
る
場
合
に
限

　
つ
て
、
大
法
院
規
則
の
定
め
に
従
つ
て
上
告
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
上
告
が
許
可
さ
れ
た
と
き
、
大
法
院
は
、
原
審

　
判
決
を
破
棄
し
な
け
れ
ば
顕
著
に
正
義
と
衡
平
に
反
す
る
と
認
め
る
に
た
り

　
る
重
大
な
法
令
違
反
が
あ
る
場
合
に
は
、
原
審
判
決
を
破
棄
し
な
け
れ
ぽ
な

　
ら
な
い
Q

第
二
二
条
〔
再
抗
告
〕
第
二
条
及
び
第
一
二
条
の
規
定
は
、
抗
告
裁
判
所
の

　
決
定
と
高
等
裁
判
所
の
決
定
及
び
命
令
に
対
す
る
再
抗
告
の
場
合
に
こ
れ
を

　
準
用
す
る
。

第
一
四
条
〔
競
売
期
日
の
公
告
方
法
〕
①
不
動
産
の
強
制
競
売
又
は
任
意
競

　
売
に
お
い
て
、
競
売
期
目
の
公
告
は
、
公
告
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
裁
判

　
所
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
方
法
に
よ
つ
て
の
み
な
さ
れ
る
。

②
　
裁
判
所
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
公
告
事
項
の
要
旨
を
一
つ

　
又
は
複
数
の
日
刊
新
聞
紙
に
掲
載
し
て
こ
れ
を
公
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
五
条
〔
競
売
許
可
決
定
に
対
す
る
抗
告
の
制
限
〕
　
①
　
確
定
の
終
局
判

　
決
・
訴
訟
上
の
和
解
調
書
・
認
諾
調
書
・
調
停
調
書
及
び
確
定
の
終
局
判
決

　
と
同
一
の
効
力
が
あ
る
裁
判
を
債
務
名
義
と
す
る
不
動
産
競
売
手
続
（
不
動

　
産
競
売
手
続
が
適
用
さ
れ
る
他
の
競
売
手
続
を
含
む
）
に
お
い
て
、
競
落
許

　
可
決
定
に
対
す
る
抗
告
を
提
起
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
担
保
と
し
て
、
競
落

　
代
金
の
一
〇
分
の
二
に
相
当
す
る
現
金
・
金
融
機
関
が
発
行
し
た
自
己
宛
小

　
切
手
、
又
は
大
法
院
規
則
で
定
め
る
有
価
証
券
を
提
洪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
Q

②
　
抗
告
提
起
に
お
い
て
、
抗
告
状
に
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
担
保
の
提
供
が

　
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
な
い
場
合
は
、
原
審
裁
判
所
は
そ
の

　
抗
告
状
を
受
位
け
た
目
か
ら
七
日
以
内
に
決
定
を
以
つ
て
こ
れ
を
却
下
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

㈹
第
二
項
の
決
定
に
対
し
て
は
不
服
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
第
一
六
条
〔
弁
護
報
酬
と
訴
訟
費
用
〕
Gゆ
訴
訟
代
理
を
し
た
弁
護
士
に
当
事

　
者
が
支
払
い
又
は
支
払
う
べ
き
報
酬
は
、
大
法
院
規
則
で
定
め
る
金
額
の
範

　
囲
内
で
こ
れ
を
訴
訟
費
用
と
す
る
。

②
　
第
一
項
の
訴
訟
費
用
の
算
定
に
お
い
て
は
、
数
人
の
弁
護
士
が
訴
訟
代
理

　
を
し
た
と
き
も
一
人
の
弁
護
士
が
訴
訟
代
理
を
し
た
も
の
と
看
倣
す
。

韓
国
「
訴
等
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
一
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

第
四
章
　
少
額
事
件
審
判
に
関
す
る
特
例

第
一
七
条
〔
事
務
所
等
所
在
地
の
特
別
裁
判
籍
〕
事
務
所
又
は
営
業
所
に
継
続

　
し
て
勤
務
す
る
者
に
対
す
る
訴
え
は
、
そ
の
事
務
所
又
は
営
業
所
所
在
地
を

　
管
轄
す
る
裁
判
所
に
こ
れ
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
八
条
〔
一
部
請
求
の
制
限
〕
①
金
銭
そ
の
他
の
代
替
物
又
は
有
価
証
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
　
（
一
二
一
＝
）
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韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
一
年
｝
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

　
の
一
定
の
数
量
の
支
払
い
を
目
的
と
す
る
請
求
に
お
い
て
、
債
権
者
は
少
額

　
事
件
審
判
法
の
適
用
を
受
け
る
目
的
の
た
め
に
請
求
を
分
割
し
て
そ
の
一
部

　
だ
け
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
訴
え
は
、
判
決
を
以
つ
て
こ
れ
を
却
下
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

第
一
九
条
〔
証
拠
調
べ
に
関
す
る
特
例
〕
ω
民
事
訴
訟
法
第
三
三
九
条
（
、
駅

　
日
本
民
訴
法
第
三
三
六
条
に
該
当
）
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
官
は
何

　
時
に
て
も
当
事
者
本
人
を
訊
問
し
て
、
こ
れ
を
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
o

②
　
当
事
者
が
、
証
人
申
請
に
か
え
て
、
証
人
に
な
る
べ
き
者
の
陳
述
を
記
録

　
し
た
公
正
証
書
の
正
本
を
提
出
す
る
か
、
又
は
、
証
人
の
証
言
に
か
え
て
そ

　
の
陳
述
を
記
録
し
た
公
正
証
書
の
正
本
を
提
出
し
た
場
合
は
、
裁
判
官
は
こ

　
れ
を
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
〇
条
〔
判
決
に
関
す
る
特
例
〕
ω
判
決
の
言
渡
し
は
、
弁
論
終
結
後
直

　
ち
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
判
決
の
言
渡
し
を
す
る
に
は
主
文
を
朗
読
し
、
主
文
が
正
当
で
あ
る
旨
を

　
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
内
で
そ
の
理
由
の
要
旨
を
口
頭
で
説
明
し
な
け

　
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

㈹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
、
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に

　
判
決
書
に
は
理
由
を
記
載
し
な
い
。

は
理
由
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
特
例

第
一
二
条
～
第
二
四
条
　
　
省
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
（
二
叫
二
二
）

第
二
五
条
〔
賠
償
命
令
〕
ω
第
一
審
又
は
第
二
審
の
刑
事
公
判
手
続
に
お
い

　
て
、
刑
法
第
二
五
七
条
第
一
項
（
※
日
本
刑
法
第
二
〇
四
条
該
当
）
・
第
二
五
八

　
条
第
一
項
（
※
入
の
身
体
を
傷
害
し
て
生
命
に
対
す
る
危
険
を
発
生
さ
せ
た
者
は
『
年

　
以
上
一
〇
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
旨
の
規
定
。
日
本
刑
法
に
は
該
当
条
文
が
な
い
。
）
．

　
第
二
五
八
条
第
二
項
（
※
身
体
の
傷
害
に
よ
つ
て
不
具
又
は
不
治
あ
る
い
は
難
治
の

　
疾
病
に
至
ら
し
め
た
者
も
前
項
（
二
五
八
条
『
項
）
の
刑
と
同
じ
と
す
る
旨
の
規
定
。

　
日
本
刑
法
に
は
該
当
条
文
が
な
い
。
）
・
第
二
五
九
条
第
一
項
（
※
日
本
刑
法
第
二
〇

　
五
条
第
『
項
該
当
）
・
第
二
六
二
条
（
尊
属
暴
行
致
死
傷
の
罪
を
除
外
す
る
）

　
（
※
暴
行
の
罪
を
犯
し
て
入
を
死
傷
に
至
ら
し
め
た
者
は
、
第
二
五
七
条
乃
至
第
二
五

　
九
条
の
例
に
よ
る
旨
の
規
定
。
日
本
刑
法
に
は
直
接
の
該
当
条
文
が
な
い
。
）
・
刑
法
第

　
二
六
章
（
※
日
本
刑
法
笙
天
章
に
該
当
）
．
第
三
八
章
乃
至
第
四
〇
章
及
び
第

　
四
二
章
（
※
日
本
刑
法
第
三
六
章
乃
至
第
三
八
章
及
び
第
四
〇
章
に
該
当
）
に
規
定

　
さ
れ
た
罪
に
関
し
て
有
罪
判
決
の
言
渡
を
す
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
職
権
に

　
よ
り
又
は
被
害
者
若
し
く
は
そ
の
相
続
人
（
以
下
「
被
害
者
」
と
い
う
）
の

　
申
立
て
に
よ
つ
て
、
被
告
事
件
の
犯
罪
行
為
に
ょ
つ
て
発
生
し
た
直
接
の
物

　
的
被
害
及
び
治
療
費
損
害
の
賠
償
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
　
裁
判
所
は
、
第
一
項
に
規
定
し
た
罪
及
び
そ
れ
以
外
の
罪
に
関
す
る
被
告

　
事
件
に
お
い
て
、
被
告
人
と
被
害
者
と
の
闘
に
合
意
さ
れ
た
損
害
賠
償
額
に

　
つ
い
て
も
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
賠
償
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
　
裁
判
所
は
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
、
賠
償
命
令
を
発
し
て
は
な

　
ら
な
い
。

　
一
、
被
害
者
の
姓
名
・
住
所
が
不
明
で
あ
る
と
き

　
二
、
被
害
金
額
が
特
定
さ
れ
な
い
と
き
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三
、
被
告
人
の
賠
償
責
任
の
存
在
又
は
そ
の
範
囲
が
明
白
で
な
い
と
ぎ

　
四
、
賠
償
命
令
に
よ
つ
て
、
公
判
手
続
が
著
し
く
遅
延
す
る
虞
れ
が
あ
る
と

　
　
き
、
又
は
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
い
て
、
賠
償
命
令
を
発
す
こ
と
が
相
当
で

　
　
は
な
い
と
認
め
る
と
き

第
二
六
条
〔
賠
償
の
申
立
て
〕
ω
被
害
者
は
第
一
審
又
は
第
二
審
公
判
の
弁

　
論
終
結
に
い
た
る
ま
で
、
事
件
が
係
属
す
る
裁
判
所
に
第
二
五
条
の
規
定
に

　
よ
る
被
害
賠
償
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
印
紙
を
貼
用

　
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

ω
　
被
害
者
が
賠
償
の
申
立
て
を
す
る
に
は
、
申
立
書
と
相
手
方
被
告
人
の
数

　
に
相
応
す
る
申
立
書
副
本
を
提
出
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

③
　
申
立
書
に
は
以
下
の
事
項
を
記
載
し
て
、
申
立
人
又
は
代
理
人
が
署
名
・

　
捺
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
、
被
告
事
件
の
番
号
・
事
件
名
及
び
事
件
が
係
属
し
た
裁
判
所

　
二
、
申
立
人
の
姓
名
・
住
所

　
三
、
代
理
人
が
申
立
て
る
場
合
に
は
そ
の
姓
名
・
住
所

　
四
、
相
手
方
被
告
人
の
姓
名
・
住
所

　
五
、
賠
償
の
対
象
と
内
容

　
六
、
賠
債
を
請
求
す
る
金
額

㈲
　
申
立
書
に
は
必
要
な
証
拠
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

㈲
　
被
害
者
が
証
人
と
し
て
法
廷
に
出
頭
し
た
と
き
は
、
口
頭
に
よ
り
賠
償
を

　
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
公
判
調
書
に
申
立
の
趣
旨
を
記
載

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
　
申
立
人
は
賠
償
命
令
の
確
定
に
い
た
る
ま
で
、
い
つ
で
も
賠
償
の
申
立
て

　
　
　
韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
一
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

　
を
取
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
α

ω
被
害
者
は
、
被
告
事
件
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
発
生
し
た
被
害
に
関
し
て
他

　
の
手
続
に
よ
る
賠
償
請
求
が
裁
判
所
に
係
属
中
で
あ
る
と
き
、
賠
償
の
申
立

　
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑧
　
賠
償
の
申
立
て
は
民
事
訴
訟
に
お
け
る
訴
え
の
提
起
と
同
一
の
効
力
を
有

　
す
る
。

第
二
七
条
〔
代
理
人
〕
　
ω
　
被
害
者
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
配
偶

　
者
・
直
系
血
族
・
兄
弟
姉
妹
又
は
戸
主
に
賠
償
の
申
立
て
に
関
し
て
代
理
さ

　
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
被
告
人
の
弁
護
人
は
、
賠
償
の
申
立
て
に
関
し
て
被
告
人
の
代
理
人
と
し

　
て
訴
訟
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
八
条
〔
被
告
人
に
対
す
る
申
立
書
副
本
の
送
達
〕
　
裁
判
所
は
書
面
に
よ
る

　
賠
償
の
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
申
立
書
副
本
を
被
告
人

　
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
九
条
〔
期
日
の
通
知
〕
ω
賠
償
の
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
申
立
人

　
に
公
判
期
日
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
　
申
立
人
が
公
判
期
日
の
通
知
を
受
け
て
も
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
陳

　
述
な
し
に
裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
〇
条
〔
記
録
の
閲
覧
と
証
拠
の
調
査
〕
ω
申
立
人
及
び
そ
の
代
理
人

　
は
、
公
判
手
続
を
著
し
く
遅
延
せ
し
め
な
い
範
囲
内
で
、
裁
判
所
の
許
可
を

　
得
て
、
訴
訟
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
其
他
必
要
な
証
拠
を
提
出
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
第
一
条
の
許
可
を
与
え
な
い
裁
判
に
対
し
て
は
不
服
を
申
立
て
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
（
二
＝
＝
二
）
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韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
一
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

　
で
き
る
。

第
三
一
条
〔
賠
償
命
令
の
言
渡
等
〕
ω
　
賠
償
命
令
は
、
有
罪
判
決
と
同
時
に

　
こ
れ
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
　
賠
償
命
令
に
は
、
一
定
額
の
金
銭
支
払
命
令
を
以
つ
て
賠
償
の
対
象
と
金

　
額
を
有
罪
判
決
の
主
文
に
表
示
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
賠
償
命
令
の
理
由

　
は
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
そ
の
記
載
を
要
し
な
い
。

③
　
賠
償
命
令
に
は
、
仮
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で

　
ぎ
る
。

㈲
　
民
事
訴
訟
法
第
一
九
九
条
第
三
項
（
※
日
本
民
訴
法
第
一
九
六
条
に
該
当
）
．

　
第
二
〇
一
条
（
※
日
本
民
訴
法
第
一
九
八
条
に
該
当
）
・
第
四
七
三
条
及
び
第
四

　
七
四
条
（
※
日
本
民
訴
法
第
五
〇
〇
条
及
び
第
五
二
条
に
該
当
）
の
規
定
は
第
三

　
項
の
規
定
に
よ
る
仮
執
行
宣
言
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

⑤
　
賠
償
命
令
を
発
し
た
と
き
は
、
有
罪
判
決
の
正
本
を
被
告
人
及
び
被
害
者

　
に
遅
滞
な
く
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
二
条
〔
申
立
て
の
却
下
〕
ω
賠
償
の
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
る
と
き
若

　
し
く
は
そ
の
申
立
て
に
理
由
が
な
い
と
き
、
又
は
賠
償
命
令
を
す
る
こ
と
が

　
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
決
定
を
以
つ
て
こ
れ
を
却
下
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

②
　
有
罪
判
決
の
言
渡
し
と
同
時
に
第
一
項
の
裁
判
を
な
す
と
き
は
、
こ
れ
を

　
有
罪
判
決
の
主
文
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
　
申
立
を
却
下
す
る
か
そ
の
一
部
を
認
容
す
る
裁
判
に
対
し
て
、
申
立
人

　
は
、
不
服
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
且
つ
同
一
の
賠
償
の
申
立
て
を
す

　
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
　
　
（
二
一
二
四
）

第
三
三
条
〔
不
服
〕
　
①
　
有
罪
判
決
に
対
し
上
訴
の
提
起
が
あ
る
と
き
、
賠
償

　
命
令
は
被
告
事
件
と
共
に
上
訴
審
に
移
審
す
る
。

②
　
上
訴
審
に
お
い
て
、
原
審
の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
て
被
告
事
件
に
対
し
て

　
無
罪
・
免
訴
又
は
公
訴
棄
却
の
裁
判
を
し
た
と
き
は
、
原
審
の
賠
償
命
令
を

　
取
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
上
訴
審
に
お
い
て
原
審
の
賠
償

　
命
令
を
取
消
さ
な
か
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
取
消
し
た
も
の
と
看
倣
す
。

⑥
　
原
審
に
お
い
て
第
二
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
賠
償
命
令
を
発
し
た

　
と
き
は
第
二
項
の
規
定
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

←D

　
上
訴
審
に
お
い
て
原
審
判
決
を
維
持
す
る
と
き
に
も
賠
償
命
令
に
つ
い
て

　
は
、
こ
れ
を
取
消
・
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
　
被
告
人
は
、
有
罪
判
決
に
対
し
て
上
訴
を
提
起
す
る
こ
と
な
く
、
賠
償
命

　
令
に
対
し
て
の
み
上
訴
提
起
期
間
内
に
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
に
よ
る
即
時
抗

　
告
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
即
時
抗
告
の
提
起
後
に
上
訴
権
者

　
の
適
法
な
上
訴
が
あ
つ
た
と
き
は
、
即
時
抗
告
は
取
消
さ
れ
た
も
の
と
看
倣

　
す
。

第
三
四
条
〔
賠
償
命
令
の
効
力
と
強
制
執
行
〕
　
ω
　
確
定
し
た
賠
償
命
令
又
は

　
仮
執
行
宣
言
付
賠
償
命
令
を
記
載
し
た
有
罪
判
決
書
の
正
本
は
、
民
事
訴
訟

　
法
に
よ
る
強
制
執
行
に
関
し
て
は
、
執
行
力
あ
る
民
事
判
決
の
正
本
と
同
一

　
の
効
力
を
有
す
る
。

ω
　
本
法
に
よ
る
賠
償
命
令
が
確
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
認
容
額
の
範
囲
内
で

　
被
害
者
は
他
の
手
続
に
よ
り
損
害
賠
償
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
Q

③
　
地
方
裁
判
所
が
民
事
地
方
裁
判
所
と
刑
事
地
方
裁
判
所
に
分
離
し
て
設
置

　
さ
れ
て
い
る
と
き
、
賠
償
命
令
に
対
す
る
請
求
異
議
の
訴
え
は
、
刑
事
地
方
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裁
判
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
民
事
地
方
裁
判
所
を
第
一
審
判
決
裁
判
所
と

　
す
る
Q

ω
　
請
求
に
対
す
る
異
議
の
主
張
に
関
し
て
は
、
民
事
訴
訟
法
第
五
〇
一
条
第

　
二
項
（
※
日
本
民
執
法
第
三
五
条
第
二
項
に
該
当
）
前
段
に
規
定
さ
れ
た
制
限
に

　
従
わ
な
い
。

第
三
五
条
〔
訴
訟
費
用
〕
　
賠
償
命
令
の
手
続
費
用
は
、
特
に
そ
の
負
担
す
べ
き

　
者
を
定
め
た
場
合
を
除
ぎ
国
庫
の
負
担
と
す
る
・

第
三
六
条
〔
委
任
規
定
〕
　
賠
償
命
令
の
手
続
に
関
し
て
こ
の
法
に
特
別
の
規
定

　
が
な
い
事
項
は
、
大
法
院
規
則
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　
附
　
　
則
　
（
省
略
）

皿
　
資
料
、
そ
の
二

訴
訟
促
進
に
関
す
る
特
例
法
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
法
院
行
政
処
　
提
供
r

一
、
序

に
手
続
を
悪
用
し
た
り
ま
た
は
そ
の
義
務
を
楓
怠
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
Q

　
訴
訟
手
続
の
基
本
法
と
も
い
わ
れ
る
民
事
訴
訟
法
は
一
九
六
〇
年
四
月
四
目

に
制
定
さ
れ
た
。
以
後
二
〇
余
年
こ
れ
を
施
行
し
て
今
日
に
及
び
な
が
ら
、
迅

速
な
裁
判
の
要
請
と
関
連
し
て
色
々
な
問
題
が
提
起
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
改
正

す
る
機
会
が
な
か
つ
た
。

　
立
法
会
議
は
、
民
事
訴
訟
法
そ
の
他
訴
訟
に
関
連
す
る
諸
法
規
を
検
討
し

て
、
制
度
上
不
備
な
点
を
改
正
し
、
手
続
の
不
当
な
濫
用
を
規
制
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
国
民
の
権
利
救
済
を
迅
速
に
し
て
司
法
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
高

め
る
た
め
に
、
現
行
訴
訟
手
続
を
補
完
す
る
特
例
を
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る

特
例
法
」
と
し
て
一
九
八
一
年
一
月
二
四
日
に
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

特
例
法
は
、
法
律
第
三
三
六
一
号
と
し
て
同
年
一
月
二
九
日
に
公
布
さ
れ
同
年

三
月
一
目
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
こ
の
特
例
法
の
施
行
に
よ
つ
て
訴
訟
手
続
に
重
大
な
変
革
が
生
じ
る
の
で
あ

る
が
、
特
に
そ
の
要
点
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

二
、
民
事
上
告
制
度
の
改
正

　
憲
法
第
二
六
条
第
三
項
は
「
す
べ
て
の
国
民
は
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
　
　
　
イ
、
上
告
理
由
の
制
限

を
有
す
」
と
規
定
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
来
、
高
等
裁
判
所
ま
た
は
地
方
裁
判
所
控
訴
部
（
抗
訴
部
）
の
民
事
判
決

　
憲
法
の
こ
の
よ
う
な
理
念
が
達
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
先
ず
第
一
に
、
迅
速
　
　
に
「
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
法
令
違
反
」
が
あ
れ
ば
、
そ
の
法
令
違
反
の
内
容

な
裁
判
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
に
法
律
上
訴
訟
制
度
の
完
備
を
必
要
と
し
、
　
　
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
当
事
者
は
上
告
す
る
権
利
が
あ
つ
た

第
二
に
、
国
民
が
訴
訟
手
続
を
十
分
理
解
し
て
手
続
の
進
行
に
協
力
す
べ
き
で
　
　
が
、
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
（
以
下
「
法
」
と
略
称
す
る
）
に
よ
れ
ば
、

あ
り
、
第
三
に
、
一
部
の
訴
訟
当
事
者
等
が
裁
判
を
遅
延
さ
せ
る
た
め
に
故
意
　
　
こ
の
よ
う
な
法
律
違
反
の
中
で
「
憲
法
違
反
、
法
令
の
解
釈
に
関
す
る
大
法
院

　
　
　
韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
k
一
九
八
一
年
一
月
二
九
厨
公
布
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
（
二
一
二
五
）
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韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
一
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

判
例
違
反
」
の
場
合
に
限
つ
て
、
当
事
者
は
上
告
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
に
な

り
、
い
わ
ゆ
る
上
告
理
由
が
大
き
く
制
限
さ
れ
た
（
法
第
一
『
条
）
。

　
口
、
許
可
上
告
制
度
の
新
設

　
こ
の
よ
う
に
、
上
告
理
由
を
制
限
す
る
か
わ
り
に
、
前
記
上
告
理
由
に
は
該

当
し
な
い
が
法
令
の
解
釈
に
関
し
て
重
要
な
問
題
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
事
件
に
関
し
て
は
、
当
事
者
は
大
法
院
の
許
可
を
得
て
上
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
旨
の
許
可
に
ょ
る
上
告
制
度
を
前
記
特
例
法
が
新
設
し
た
（
法
第
『
二
条
）
。

　
ω
　
許
可
申
立
書
の
提
出

　
上
告
に
関
す
る
大
法
院
の
許
可
を
求
め
る
た
め
に
は
、
当
事
者
は
不
服
の
対

象
た
る
判
決
を
し
た
原
審
裁
判
所
に
、
上
告
期
間
内
（
判
決
正
本
が
送
達
さ
れ
た

日
か
ら
二
週
間
以
内
）
に
上
告
許
可
申
立
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
（
訴
訟
促

進
等
に
関
す
る
特
例
法
規
則
（
以
下
規
則
と
略
称
す
る
）
第
二
条
）
、
そ
の
申
立
書
に
は

上
告
状
に
貼
用
す
る
印
紙
の
二
分
の
一
を
貼
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
規
則

第
三
条
第
三
項
）
。

　
③
　
申
立
理
由
書
の
提
出

　
原
審
裁
判
所
が
、
訴
訟
記
録
に
上
告
許
可
申
立
書
を
添
付
し
て
大
法
院
に
送

付
す
る
と
、
大
法
院
は
申
立
人
に
記
録
を
受
取
つ
た
旨
を
通
知
す
る
。
申
立
人

は
こ
の
通
知
を
受
け
取
つ
た
日
か
ら
一
四
日
以
内
に
申
立
理
由
書
を
大
法
院
に

提
出
す
る
こ
と
を
要
し
、
こ
れ
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
申
立
が
棄
却
さ
れ

る
（
規
前
第
八
条
）
Q

　
申
立
理
由
書
に
理
由
を
記
載
す
る
に
際
し
て
は
、
原
審
判
決
の
い
か
な
る
点

が
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
り
、
い
か
な
る
法
令
に
違
背
す
る
か
を
、
具
体
的
に

示
す
こ
と
を
要
し
、
引
用
す
る
法
令
、
判
例
又
は
記
録
を
特
定
し
て
表
示
し
な

一
〇
八
　
　
（
二
二
一
六
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
o

　
㈹
　
許
否
の
決
定

　
大
法
院
は
、
上
告
許
可
の
申
立
を
審
理
し
て
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は

上
告
を
許
可
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
上
告
許
可
の
申
立
を
棄
却
す
る
。
上
告

許
可
決
定
が
あ
れ
ば
、
上
告
許
可
申
立
書
を
提
出
し
た
時
に
上
告
を
提
起
し
た

も
の
と
看
倣
す
か
ら
、
新
た
に
上
告
状
の
提
出
を
必
要
と
し
な
い
。

、
L
告
が
許
可
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
大
法
院
が
本
案
審
理
の
結
果
原
審

判
決
を
破
棄
し
な
け
れ
ば
、
顕
著
に
正
義
と
衡
平
に
反
す
る
と
認
め
る
に
足
る

重
大
な
法
令
違
反
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
に
限
り
原
審
判
決
を
破
棄
す
る
。
し

た
が
つ
て
、
上
告
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
か
ら
必
ず
し
も
大
法
院
が
原
審
判
決
を

破
棄
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
＠
　
印
紙
の
貼
り
換
え
と
上
告
理
由
書
の
提
出

　
上
告
が
許
可
さ
れ
る
と
、
申
立
人
は
そ
の
許
可
決
定
正
本
の
送
達
を
受
け
た

日
か
ら
大
法
院
が
定
め
る
相
当
の
期
間
内
に
上
告
状
に
貼
用
す
べ
き
印
紙
の
中

で
上
告
許
可
申
立
書
に
貼
つ
た
印
紙
を
除
外
し
た
残
り
の
印
紙
（
二
分
の
一
）
を

貼
用
す
る
こ
と
を
要
し
、
こ
れ
を
貼
用
し
な
い
と
き
上
告
状
は
却
下
さ
れ
る

（
規
則
第
二
二
条
）
o

　
な
お
、
申
立
人
は
、
許
可
決
定
正
本
の
送
達
を
受
け
た
日
か
ら
二
〇
日
以
内

に
大
法
院
に
上
告
理
由
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
、
申
立
理
由
書
を
提
出
し

た
こ
と
に
よ
つ
て
上
告
理
由
書
の
提
出
は
不
要
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
（
規

則
第
『
四
条
）
。
上
告
理
由
書
を
、
所
定
の
期
間
内
に
提
出
し
な
い
と
上
告
は
却

下
さ
れ
る
。

　
ご
れ
以
後
の
手
続
は
民
事
訴
訟
法
に
ょ
る
元
来
の
手
続
に
よ
る
。
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⑤
　
上
告
と
上
告
許
可
申
立
て
の
競
合

　
法
第
一
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
上
告
理
由
も
あ
り
、
な
お
法
第
一
二
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
許
可
申
立
事
由
も
存
在
す
る
と
ぎ
、
当
事
者
は
上
告
期
間
内

に
上
告
を
提
起
す
る
こ
と
、
ま
た
上
告
許
可
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
（
規
則
第
四
条
）
。
但
し
、
こ
の
場
合
は
上
告
状
と
上
告
許
可
申
立
書
に
各

馴
に
印
紙
の
貼
用
を
要
す
る
か
ら
そ
れ
だ
け
費
用
負
担
が
加
重
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
o

　
㈲
必
要
的
許
可

　
上
述
の
場
合
に
、
当
事
者
が
上
告
許
可
の
申
立
だ
け
を
し
な
が
ら
、
そ
の
申

立
理
由
と
し
て
法
第
一
一
条
に
定
め
ら
れ
た
上
告
理
由
を
共
に
主
張
し
た
と

き
、
そ
の
上
告
理
由
が
一
応
理
由
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
以
上
、
必
ず
上
告
を
許

す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
必
要
的
許
可
、
規
則
第
一
五
条
）
。
し
た
が
つ

て
、
こ
の
方
法
を
利
用
す
れ
ば
、
か
え
つ
て
上
告
を
上
告
許
可
の
申
立
て
と
を

重
複
し
て
提
起
す
る
場
合
の
費
用
の
加
重
を
避
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
・

　
ハ
、
再
抗
告
の
場
合

　
上
告
理
由
の
制
限
と
許
可
上
告
制
度
に
関
す
る
特
例
法
の
前
記
規
定
は
、
再

抗
告
に
つ
い
て
そ
の
ま
ま
準
用
さ
れ
る
．
（
法
第
一
三
条
）
。

　
二
　
改
正
の
趣
旨

　
上
告
制
度
の
前
記
改
正
は
、
大
法
院
を
し
て
法
令
解
釈
の
統
一
と
い
う
そ
の

本
来
的
機
能
を
全
う
さ
せ
、
そ
の
過
大
な
業
務
量
を
軽
減
し
、
無
益
な
上
告
に

よ
る
紛
争
終
結
の
遅
延
と
訴
訟
費
用
加
重
の
悪
幣
を
除
去
す
る
た
め
に
、
上
告

理
由
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
は
、
国
民
の
権
利
救
済
が

お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
重
大
な
法
令
違
反
に
よ
つ
て
顕
著

　
　
　
韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
一
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

に
正
義
と
衡
平
に
反
す
る
原
審
判
決
に
対
し
て
は
、
大
法
院
の
許
可
を
受
け
て

上
告
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
道
を
開
く
と
い
う
点
に
そ
の
意
義
が
あ
る
と
言
え

る
・
こ
の
制
度
が
成
功
裡
に
施
行
さ
れ
る
と
き
は
、

　
　
ω
　
当
事
者
が
無
益
な
濫
上
告
を
自
制
す
る
こ
と
に
な
り
、
紛
争
の
終
結

　
　
　
と
権
利
救
済
の
迅
速
化
が
は
か
ら
れ
る
。

　
　
＠
　
大
法
院
が
重
要
な
法
律
問
題
に
関
し
て
よ
り
深
み
の
あ
る
方
向
を
提

　
　
　
示
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
旨
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ホ
、
　
助
田
出
思
｛
9
べ
鼻
嬬
占
描

　
高
等
裁
判
所
ま
た
は
地
方
裁
判
所
控
訴
部
（
抗
訴
部
）
の
判
決
に
対
し
て
不

服
申
立
を
欲
す
る
当
事
者
は
、
そ
の
不
服
を
上
告
の
方
法
に
よ
る
べ
き
か
、
ま

た
上
告
許
可
申
立
の
方
法
に
よ
る
べ
き
か
を
慎
重
に
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で

あ
る
。

三
、
刑
事
訴
訟
手
続
上
の
損
害
賠
償
命
令

　
イ
、
制
度
の
趣
旨

　
従
来
、
他
人
の
犯
罪
に
よ
つ
て
被
害
を
受
け
て
も
ふ
時
間
と
費
用
の
負
担
の

た
め
に
、
民
事
訴
訟
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
諦
め
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
よ

う
な
現
象
は
そ
の
被
害
が
比
較
的
少
額
で
あ
る
場
合
に
特
に
顕
著
で
あ
つ
た
。

　
一
般
大
衆
の
こ
の
よ
う
な
不
便
を
解
消
す
る
た
め
に
、
犯
罪
の
被
害
者
が
別

に
民
事
訴
訟
を
提
起
し
な
く
て
も
、
そ
の
被
告
人
に
対
す
る
刑
事
訴
訟
手
続
に

お
い
て
費
用
負
担
な
し
に
迅
速
に
賠
償
命
令
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を

新
設
す
る
よ
う
に
な
つ
た
（
法
第
二
五
条
以
下
）
。

　
口
、
手
　
　
　
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
（
一
ニ
ニ
七
）
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韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
ず
る
特
例
法
」
（
｝
九
八
一
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

　
第
一
審
ま
た
は
第
二
審
の
刑
事
公
判
手
続
に
お
い
て
、
傷
害
罪
、
業
務
上
過

失
致
死
傷
罪
、
財
産
罪
等
、
一
定
範
囲
の
犯
罪
に
関
し
て
有
罪
判
決
を
宣
告
す

る
場
合
、
職
権
ま
た
は
被
害
者
の
申
立
に
よ
つ
て
、
有
罪
判
決
主
文
に
お
い

て
、
賠
償
の
対
象
と
金
額
を
特
定
し
て
賠
償
命
令
を
下
す
こ
と
に
な
る
。

　
ハ
、
賠
償
の
対
象

　
直
接
の
物
的
被
害
、
傷
害
治
療
費
及
び
当
事
者
問
で
合
意
さ
れ
た
損
害
賠
償

額
に
限
つ
て
賠
償
命
令
が
認
め
ら
れ
る
。

　
二
、
制
　
　
　
限

　
被
告
人
の
責
任
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
、
ま
た
は
公
判
手
続
を
顕
著
に
遅
延

さ
せ
る
虞
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
賠
償
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

と
さ
れ
て
い
る
（
法
第
二
五
条
第
三
項
）
Q

　
賠
償
命
令
は
、
被
害
額
が
少
額
で
あ
る
庶
民
に
つ
き
民
事
訴
訟
手
続
の
労
を

省
く
た
め
に
制
限
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
賠
償
命
令
に
認
容
さ
れ
た

金
額
に
関
し
て
は
、
他
の
手
続
に
お
い
て
こ
れ
を
新
た
に
訴
求
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
（
法
第
二
五
条
以
下
）
o

四
、
法
定
利
率
の
引
上

　
金
銭
の
支
払
を
目
的
と
す
る
民
事
訴
訟
で
敗
訴
し
た
場
合
は
、
正
当
な
理
由

が
な
い
限
り
、
そ
の
訴
状
の
送
達
さ
れ
た
次
の
目
か
ら
従
来
の
如
く
年
五
分
で

な
く
年
二
割
五
分
の
比
率
で
遅
延
損
害
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
（
法

第
三
条
）
。

　
こ
の
規
定
は
、
従
来
の
法
定
利
率
（
民
法
第
三
七
九
条
に
規
定
さ
れ
た
年
五
分
）

が
市
中
金
利
に
比
較
し
て
あ
ま
り
に
低
い
た
め
に
、
不
誠
実
な
債
務
者
が
、
履

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
噌
○
　
　
（
二
一
二
八
）

行
を
遅
延
す
る
か
、
訴
訟
を
遅
延
せ
し
め
て
、
か
え
つ
て
利
得
す
る
悪
幣
が
あ

つ
た
の
で
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
で
あ
る
。
但
し
、
債
権
者
が
訴
訟
に
お
い

て
年
二
割
五
分
の
比
率
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
請
求
し
た
と
き
に
は
じ

め
て
、
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

・
五
、
弁
護
士
報
酬
の
訴
訟
費
用
算
入

　
イ
、
内
　
　
　
容

　
民
事
訴
訟
の
場
合
、
弁
護
士
に
支
払
つ
た
報
酬
の
中
で
、
大
法
院
規
則
で
定

め
る
一
定
範
囲
内
の
金
額
を
訴
訟
費
用
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
な
つ
た
（
法
第

『
六
条
）
。

　
そ
の
範
囲
を
定
め
た
大
法
院
規
則
に
よ
る
と
、
当
事
者
が
弁
護
士
に
支
払
つ

た
報
酬
の
う
ち
、
訴
訟
物
の
価
額
に
応
じ
て
、
そ
の
一
〇
％
乃
至
○
・
五
％
を

訴
訟
費
用
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
比
率
は
訴
訟
物
の
価
額
が
増
加

す
る
に
し
た
が
つ
て
、
一
〇
％
か
ら
O
・
五
％
ま
で
順
次
逓
減
さ
れ
る
（
別
表

二
参
照
）
。

　
口
、
規
定
の
趣
旨

　
こ
の
規
定
は
勝
訴
し
た
当
事
者
が
弁
護
士
に
支
払
つ
た
報
酬
中
、
適
正
範
囲

内
の
金
額
を
訴
訟
費
用
と
し
て
相
手
方
か
ら
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
正
当
な
権
利
者
を
保
護
し
、
当
事
者
も
訴
訟
費
用
の
加
重
を
意

識
し
て
不
当
な
争
い
を
自
制
す
る
よ
う
に
誘
導
す
る
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
る
。

　
但
し
、
弁
護
士
に
支
払
つ
た
報
酬
全
額
が
、
訴
訟
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
の
で
、
当
事
者
は
、
弁
護
士
に
上
記
訴
訟
費
用
算
入
額
だ
け
を
報
酬

と
し
て
支
払
え
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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別表二　訴訟費用に算入する弁護士報酬基準

訴訟費用に算入する比率額価の物訟訴

10％100万ウォン以下

8％100万ウォンを超え　200万ウォン以下

7％300万ウォンを超え　400万ウォン以下

6％

5％

400万ウォンを超え　500万ウォン以下

500万ウォンを超え　1，000万ウォン以下

4％1，000万ウォンを超え　3，000万ウォン以下

3％3，000万ウォンを超え　5，000万ウォン以下

1％5，000万ウォンを超え　1億ウォン以下

0．5％1億ウォンを超える

※　訴訟物の価額を算定することができないときは，訴訟物の額を500万ウォン未満とみて，請求の趣旨を基準

　　とする。

※被告の全部自白，擬制自白，和解，請求の放棄，認諾その他裁判によらず終結したときは，上記基準の二分

　　の一とする。

六
、
小
額
事
件
審
判
手
続
の
改
善

　
イ
、
小
額
事
件
管
轄
裁
判
所
と
評
価
の
拡
張

　
従
来
は
、
事
務
所
、
営
業
所
等
に
勤
務
す
る
従
業
員
に
対
す
る
訴
訟
は
営
業

に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
国
民
に
と
り
著
し
く
不
便
で
あ
つ

た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
改
め
て
国
民
に
そ
の
職
場
や
勤
務
地
の
裁
判
所
で
訴
訟

を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
旨
の
規
定
を
新
設
し
て
、
訴
訟
物
の
価
額
を
五
〇

万
ウ
ォ
ン
か
ら
一
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
以
下
に
拡
張
し
た
（
法
第
一
七
条
）
。

　
只
留
　
意
　
点

　
従
来
は
、
訴
訟
物
価
額
が
五
〇
万
ウ
ォ
ソ
以
下
で
あ
れ
ば
、
事
件
は
そ
の
請

求
の
種
類
と
関
係
な
く
、
す
べ
て
小
額
事
件
と
し
て
取
扱
つ
た
の
で
あ
る
が
、

一
九
八
一
年
三
月
一
日
か
ら
は
、
小
額
事
件
審
判
規
則
の
改
正
に
よ
つ
て
訴
訟

物
価
額
一
〇
〇
万
ウ
ォ
ソ
以
下
の
、
更
に
金
額
請
求
だ
け
を
、
小
額
事
件
と
し

て
取
扱
う
こ
と
に
な
つ
た
。
し
た
が
つ
て
金
銭
及
び
そ
の
他
代
替
物
の
支
払
請

求
以
外
の
事
件
は
、
そ
の
評
価
の
多
寡
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
小
額
事
件
で
は
な

い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
小
額
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
、
将
来
証

人
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
者
の
陳
述
を
前
も
つ
て
公
正
証
書
で
作
成
し
て
お
い

て
、
こ
れ
を
法
廷
で
証
拠
と
し
て
提
出
す
れ
ば
、
証
人
訊
問
と
い
う
煩
雑
な
手

続
を
経
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
審
判
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
留
意
す
べ

き
で
あ
る
。
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て
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九
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韓
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
一
年
｝
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て

＝
一
　
（
一
＝
三
〇
）

七
、
不
出
頭
の
被
告
人
に
対
す
る
刑
事
裁
判

　
イ
、
内
　
　
　
容

　
従
来
は
、
第
一
審
刑
事
公
判
手
続
で
被
告
人
が
法
廷
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
裁

判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
た
め
に
、
事
件
が
長
期
聞
、
ま
た
は
永
久
的

に
未
済
の
ま
ま
で
残
る
こ
と
が
多
か
つ
た
Q

　
こ
の
特
例
法
で
は
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
、
被
告
人
の
所
在
不
明
が
六

月
以
上
継
続
し
た
場
合
は
、
一
定
の
犯
罪
に
限
つ
て
、
被
告
人
を
公
示
送
達
に

ょ
つ
て
召
喚
し
、
召
喚
を
受
け
た
被
告
人
が
出
頭
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
出
席
な

し
に
、
裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
た
（
法
第
≡
二
条
）
。

　
口
、
留
　
意
　
点

　
公
訴
提
起
後
住
所
を
変
更
し
た
被
告
人
は
、
必
ら
ず
こ
れ
を
裁
判
所
に
報
告

し
な
け
れ
ぽ
、
弁
明
の
機
会
な
し
に
裁
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
場
合
に
よ

つ
て
は
著
し
く
不
利
な
事
例
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き

で
あ
る
。
但
し
、
不
利
益
を
被
つ
た
被
告
人
が
、
上
訴
権
回
復
請
求
手
続
に
よ

つ
て
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
明
・
金
洪
奎
　
共
訳
）

　
〔
後
記
〕
　
な
お
、
本
法
の
概
要
の
紹
介
及
び
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
石
川
明
・
韓

　
国
「
訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法
」
（
一
九
八
『
年
一
月
二
九
日
公
布
）
に
つ
い
て
・

　
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
四
九
号
一
五
六
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

112


